
基本方針２　災害に強いまち・ひとづくり

基本方針３　産業と経済の復興

・災害に強いまちづくりに向けて、防災訓練や防災キャンプなど、防災意識の醸成に取り組んでいます。
・災害時に備えて企業と協定を締結するなど連携強化を進めています。
・�道路や河川、上下水道などの公共インフラや、公園などの公共施設の復旧・機能強化の取り組み
を進めています。

　公共インフラの復旧工事は、来年３月までに完了する予定です。

・被災した農地や森林、農業用施設の復旧を進めています。
・�仮設店舗の整備のほか、商業の復興に向けて安平町商工会と連携して回遊を促す取り組みを実施
しました。

・道の駅あびらD51ステーションを核とした観光の取り組みを行っています。
　�道の駅は今年７月３日に来場者が100万人を突破しました。また、北海道じゃらん「道の駅満足
度ランキング2020」第８位にランクインしました。

町内全域での防災訓練 小学生向け防災キャンプ 災害時の協定締結

道の駅を核とした観光の振興商店街買遊（回遊）事業

ときわ公園災害復旧工事 柏が丘公園整備

仮設店舗の整備農地災害復旧事業（早来瑞穂地区）

町道・河川災害復旧工事（左：北進緑丘線　右：トキサラマップ川・町道早来本郷線）
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